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2 0 0 6 年  

1 1 月 5 日  

下
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
、
意
思
統
一
す
る
べ
き
内
容
は
①
中
労

委
和
解
協
議
の
経
過
に
つ
い
て
、
②
出
向
協
定

締
結
に
つ
い
て
、
の
大
き
く
二
点
。

東
京
地
本
・
笹
原
書
記
長
の
司
会
で
、
ま
ず

東
京
地
本
・
阿
部
委
員
長
よ
り
、
①
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
、
②

Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
労
務
政
策
転
換
と
組
織
拡
大

に
つ
い
て
、
③
中
労
委
に
お
け
る
包
括
的
和
解

協
議
に
つ
い
て
な
ど
、
重
要
な
会
議
と
の
挨
拶

を
受
け
た
。

東
日
本
本
部
か
ら
の
提
起
で
は
、
伊
藤
委
員

長
か
ら
、
「
中
労
委
和
解
協
議
の
経
過
に
つ
い

て
」
述
べ
ら
れ
、
明
日
（
一
〇
・
二
四
）
和
解

勧
告
が
出
る
と
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
高
野
書

記
長
か
ら
、
一
〇
月
一
一
日
に
締
結
し
た
「
出

向
協
定
に
つ
い
て
」
の
報
告
、
国
労
弁
護
団
の

福
田
護
弁
護
士
か
ら
の
経
過
報
告
を
受
け
、
質

疑
に
入
っ
た
。

参
加
し
た
一
五
〇
人
程
の
分
会
長
の
う
ち
、

神
奈
川
・
西
尾
、
上
野
・
小
林
、
神
奈
川
・
辻

井
、
八
王
子
・
常
盤
、
上
野
・
中
谷
、
新
橋
・

本
間
、
上
野
・
西
尾
、
神
奈
川
・
佐
々
木
の
八

名
か
ら
意
見
・
質
問
を
受
け
た
の
ち
高
野
書
記

長
・
伊
藤
委
員
長
・
福
田
護
弁
護
士
か
ら
答
弁

を
受
け
、
地
本
・
阿
部
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

多
く
の
友
誼
団
体
関
係
者
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
関
係

★１１月８日・９日　１０時３０分～１４時
国会議員会館前座り込み

＜東京・千葉・水戸・高崎・
新幹線地本の取り組み＞

★１１月１４日・２１日・２８日・１２月５日
１０時３０分～１４時

国土交通省前宣伝行動
＜東京地方本部の取り組み＞

★１１月１７日・２４日・１２月１日
＜各地区本部・支部毎に

時間を決めて駅頭宣伝行動＞

で
、
民
主
党
・
公
明
党
の
両
党
が
提
出
し
た
意
見

書
が
、
全
会
一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
。

都
議
会
の
採
択
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
を
こ
の

機
に
解
決
を
図
る
べ
き
」
の
都
民
の
声
を
集
約
し

た
も
の
で
あ
り
、
意
見
書
と
し
て
国
会
・
政
府
関

係
省
庁
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
重
い
。

今
回
の
採
択
に
あ
た
り
、
労
働
組
合
関
係
者
や

東
京
都
議
会
は
一
〇
月
五
日
、
都
議
会
議
員
一

二
五
人
中
一
二
四
人
の
提
出
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
の
早
期
解
決
に
関
す
る
意
見
書
」
を
採
択

し
た
。
同
日
、
東
京
都
議
会
議
長
・
川
島
忠
一
氏

名
で
、
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理

大
臣
・
総
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
国
土
交
通

大
臣
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
。

政
治
・
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
東
京
都
議
会

者
か
ら
は
、
「
一
二
四
名
の
都
議
会
議
員
・
全
会

派
が
賛
同
し
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
解
決

と
い
う
結
果
を
出
す
よ
う
国
労
・
闘
争
団
の
更
な

る
団
結
強
化
を
」
と
、
期
待
を
込
め
た
激
励
を
い

た
だ
い
た
。

国
労
は
、
話
し
合
い
に
よ
る
政
治
解
決
を
基
本

方
針
と
し
て
お
り
、
速
や
か
に
、
現
実
的
な
解
決

を
め
ざ
し
て
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
あ
る
。

東
京
地
方
本
部
管
内
で
は
、
こ
れ
に
遡
る
九
月

二
九
日
埼
玉
県
戸
田
市
で
採
択
さ
れ
、
一
〇
月
一

三
日
に
は
新
宿
区
議
会
、
一
七
日
に
は
文
京
区
議

会
で
も
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
二
日
の

最
高
裁
判
決
以
降
の
意
見
書
採
択
は
、
一
三
九
本

と
な
っ
た
。

ま
た
、
累
計
で
は
、
六
七
三
自
治
体
一
〇
〇
三

本
（
一
七
都
道
府
県
・
一
九
九
市
・
三
八
六
町
・

五
七
村
・
一
三
特
別
区
）
に
の
ぼ
る
。

一
〇
月
二
三
日
、
東
日
本
本
部
主
催
に
よ
る

「
国
労
東
京
地
本
全
分
会
長
会
議
」
が
本
部
地
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一
〇
月
五
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
深
度
化
」
に
つ
い
て
国
労
東
日
本
本
部
に

提
案
し
た
。
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
駅→

車
掌

→

運
転
士
」
の
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
を
見
直
す

と
い
う
も
の
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
①
お
客
さ
ま
視
点

に
立
脚
し
た
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
遂
行
を
徹
底
し
て

都
圏
四
支
社
マ
ル
ス
指
令
業
務
の
一
元
化
に
つ
い

て
、（
七
）
管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
な
ど
。

実
施
は
、
マ
ル
ス
指
令
業
務
の
一
元
化
が
一
二

月
一
日
、
他
は
来
年
四
月
実
施
予
定
。

こ
の
提
案
に
対
し
地
方
本
部
は
、
一
〇
月
六
日

に
「
Ｎ
Ｆ
二
〇
〇
八
に
お
け
る
今
後
の
駅
の
あ
り

方
」
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
本
社
交
渉
の
経
過

執　行　部　の　任　務　分　担

１．執行体制

執行委員長 阿部　 力　総括
執行副委員長 浜中 保彦　総括補佐　業務部長　企画担当
書記長 笹原 助雄　企画部長　総務部長
執行委員 石上 浩一　財政部長　政治部長 企画・業務担当
〃 山本　 久　法対部長　企画担当
〃 斉藤　 由　組織部長　教宣担当 法対担当
〃 宮� 浩則　教宣部長　組織担当　業務担当
〃 江田　雄次　福対部長　業務担当 法対担当
〃 海老原　悟　調査部長　組織担当 教宣担当
〃 鎌田　博一　業務担当　組織担当 政治担当
〃 石井　富男　組織担当　教宣担当 調査担当
〃 中里　豊樹　法対担当　業務担当 調査担当

会計監査員 佐藤 正一
〃 千代村直孝
〃 広瀬 裕二

青年部長 坂本 和彦　青年部総括
副青年部長 柴田　 亙　青年部総括補佐
婦人部長 阿部美津子 婦人部総括

２．各委員会（〇印は責任者）

◆　戦術委員 〇笹原、浜中、石上、江田、斉藤、山本
◆　組織検討委員 〇笹原、斉藤、石上、山本、（新橋）（上野）（大井工場）

（神奈川地区本部）（八王子地区本部）（大宮地区本部）
◆　全国組織検討委員　 阿部
◆　全国財政専門委員　 石上
◆　地方本部財政専門委員 〇石上、（新橋）（上野）（大井工場）（神奈川地区本部）

（八王子地区本部）（大宮地区本部）
◆　合理化対策委員 〇笹原、浜中、宮　、石上、山本、江田、鎌田
◆　宿舎対策委員 〇笹原、浜中、石上、山本
◆ 労災・職業病対策委員 〇浜中、石上、山本、宮�
◆　東京支社交渉委員　 〇浜中、石上、江田、鎌田、（新橋）（上野）（大井工場）
◆　東京支社経営協議会委員 〇笹原、阿部、浜中、石上、山本、鎌田、江田、

（新橋）（上野）（大井工場）
◆　東京支社苦情処理委員　 〇浜中、石上、江田、山本（補欠）
◆　東京支社簡易苦情処理委員 〇浜中、笹原、江田（補欠）
◆ 東日本本社交渉委員 浜中
◆　東日本本社経営協議会委員 阿部
◆　東日本本社苦情処理委員（補欠） 浜中、石上、江田、山本
◆　貨物会社関東支社交渉委員　 中曽根、町田、奥村
◆　貨物会社関東支社経営協議会委員　 笹原
◆　ＪＲバス関東会社経営協議会委員　 笹原、自動車３名
◆　ＪＲバス関東会社交渉委員　 笹原、自動車４名
◆　ＪＲバス関東会社苦情処理委員　 自動車３名
◆　ＪＲバス関東会社簡易苦情処理委員　自動車２名
◆　交運共済東日本事業本部運営委員　 阿部
◆　東京地評 阿部、浜中、石上、山本、鎌田
◆　東京交運労協 阿部、笹原、石上、鎌田
◆　東京全労協 阿部、石上、鎌田
◆　東京鉄関労 笹原、浜中、石上、鎌田、事務局（佐藤）

『
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
〇
〇
八
』
で
示
す

「
『
お
客
様
の
視
点
に
立
脚
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
実

践
』
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
」
に
基

づ
く
、「
今
後
の
駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
が
、
九

月
七
日
以
降
各
支
社
か
ら
提
案
（
九
・
七
横
浜
、

九
・
一
九
東
京
、
九
・
二
九
大
宮
、
一
〇
・
一
一

八
王
子
）
さ
れ
た
。

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
二
六
日
に
各
地
区
本

部
・
関
係
支
部
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

提
案
の
内
容
は
、（
一
）
販
売
・
案
内
・
運
営
体

制
の
見
直
し
と
し
て
、
①
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
の
組

織
・
業
務
体
制
の
見
直
し
、
②
平
成
一
九
年
度
新

販
売
拠
点
の
販
売
体
制
・
レ
イ
ア
ウ
ト
、
③
平
成

一
九
年
度
駅
業
務
体
制
の
見
直
し
、（
二
）
指
定
席

券
売
機
設
置
の
拡
充
に
つ
い
て
、（
三
）
改
札
の
総

合
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
、（
四
）
駅
業
務

へ
の
契
約
社
員
の
導
入
に
つ
い
て
、（
五
）
一
部
コ

ー
ナ
ー
委
託
実
施
予
定
箇
所
に
つ
い
て
、（
六
）
首

五
四
・
八
五
ｋ
ｇ

準
優
勝
　
萩
原
雅
明
　
新
橋
支
部

五
三
・
四
六
ｋ
ｇ

第
三
位
　
関
和
哲
夫
　
中
央
支
部

三
二
・
七
九
ｋ
ｇ

い
く
必
要
性
、
②
運
輸
業
全
般
に
習
熟
し
た
人
材

を
育
成
し
て
い
く
必
要
性
、
③
鉄
道
運
行
部
門
全

体
の
安
全
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
運
転
士
か
ら
先
の
運

用
等
を
明
示
す
る
。

対
象
は
、
東
京
・
横
浜
・
八
王
子
・
大
宮
・
高

崎
・
水
戸
・
千
葉
の
首
都
圏
七
支
社
で
、
対
象
運

国
労
東
京
地
本
主
催
第
一
四
回
へ
ら
鮒
つ
り
大

会
が
、
一
〇
月
二
三
日
羽
生
市
・
椎
の
木
湖
で
開

催
さ
れ
た
。
早
朝
か
ら
の
雨
と
風
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
も
、
昼
前
後
に
は
雨
も
や
み
、
日
頃
の
腕
を

競
い
合
っ
た
。

【
結
果
】

優
　
勝
　
坂
井
正
雄
　
大
井
工
場
支
部

に
つ
い
て
確
認
。
更
に
今
後
の
要
求
作
り
と
集
約
、

団
体
交
渉
の
体
制
と
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
意
思

統
一
を
図
っ
て
き
た
。

一
〇
月
一
一
日
に
解
明
要
求
書
を
提
出
（
東
京

支
社
）
し
、
一
一
月
上
旬
に
交
渉
後
、
基
本
要
求

交
渉
、
駅
別
交
渉
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
総
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
販
売
体

制
・
要
員
体
制
の
見
直
し
に
伴
う
異
常
時
対
応
・

安
全
対
策
な
ど
、
数
多
く
の
諸
問
題
が
予
想
さ
れ

る
。
現
場
組
合
員
の
声
、
要
求
を
丁
寧
に
集
約
し
、

会
社
に
明
確
な
回
答
を
求
め
、
不
安
の
無
い
働
き

易
い
職
場
を
め
ざ
そ
う
。

転
士
は
、
鉄
道
事
業
配
属
採
用
社
員
（
平
成
採
用

者
）
の
運
転
士
全
員
が
四
〇
歳
ま
で
に
駅
に
異
動
。

駅
に
五
年
間
勤
務
し
た
後
、
運
転
士
と
し
て
乗
務

員
職
場
に
復
帰
す
る
ケ
ー
ス
（
六
〜
八
割
）
と
、

駅
等
に
配
置
す
る
ケ
ー
ス
（
二
〜
四
割
）
を
基
本

と
し
て
設
定
。
賃
金
等
の
取
り
扱
い
は
、
成
案
が

得
ら
れ
次
第
、
別
途
提
案
。
実
施
時
期
は
、
平
成

一
九
年
一
〇
月
一
日
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
提
案
を

受
け
、
再
度
検
討
し
申
入
れ
を
行
う
旨
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
。
今
後
、
各
地
方
業
務
部
長
・
各
職

協
議
長
合
同
会
議
な
ど
で
検
討
を
深
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

左から、準優勝の萩原さん、優勝の坂井さん、
第三位の関和さん


